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昭ｎ
Ｈ

二
なエハ年Ｌｕ

サ

／
月

九
重
山
と
久
住
山

九
重
山
と
云
ふ
の
は
陸
地
測
量
部
五
萬

分

一
日
の
宮
原
琥
に
あ
る

一
七
六
四
米
の

一
峯
で
あ
り
．
久
住
山
と
云
ふ
の
は
同
じ

地
形
固
で
九
重
山
の
南
東
に
近
く
律
ゆ
る

一
七
八
八
米
の

一
峯
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
地
固
で
は
共
に
グ
ヂ
ユ
ウ
と
讃
ま
ぜ

て
居
る
の
で
。
こ
れ
を
耳
で
き
く
丈
の
場

合
は
営
然
い
づ
れ
の
峯
を
さ
す
か
不
明
な

こ
と
が
お
こ
り
勝
ち
で
、
や
む
な
く
九
重

山
の
方
を
コ
コ
ノ
エ
の
タ
デ
ユ
ウ
サ
ン
、

久
住
山
を
ヒ
サ
ズ
ミ
の
ク
ヂ
ウ
サ
ン
な
ん

て
い
ふ
や
ヽ
こ
し
い
云
ひ
方
を
し
て
居
る

の
に
属
々
ぶ
つ
か
る
。
併
し
日
本
で
最
も

椛
威
の
あ
る
地
形
固
に
も
さ
う
註
記
し
て

あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
人
達
に
何
も
罪
も

咎
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。
要
は
あ
ん
な
ま

ぎ
ら
は
し
い
、
マ
ヽ
こ
し
い
誰
記
を
あ
の

固
面
か
ら
と
り
去
つ
て
も
ら
つ
て
、
今
少

し
理
屈
の
立
つ
た
註
記
に
吹
め
て
も
ら
へ

ば
っそ
れ
で
萬
事
解
決
す
る
わ
け
で
あ
る
。

筆
者
は
前
か
ら
、
あ
の
地
固
の
九
重
山
は

地
方
で
の
稀
呼
で
あ
る
星
生
山
に
改
め
、

久
住
山
は
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
置
い
て
、
九

重
と
い
ふ
字
は
山
彙
名
と
し
て
扱
つ
て
来

て
居
り
ｔ
識
者
の
間
に
は
大
健
そ
れ
が
容

認
さ
れ
て
居
る
も
の
と
考
へ
て
居
る
。

Ｘ
　
　
　
　
　
　
Ｘ

大
分
長
く
な
つ
た
が
こ
れ
を
前
置
き
に

し
て
九
重
山
と
久
住
山
の
由
来
話
を
ザ
ン

卜
さ
せ
て

い
た

ゞ
か
う
ｏ

何
事
に
よ
ら
ず
お
う
よ
う
だ
つ
た
昔
の

人
は
、
朽
網
郷
の
北
を
割
Ｌ
て
ソ
ヽ
り
立

つ
大
岳
を
大
ザ
ツ
パ
に
朽
網
山
と
言
つ
て

居
た
も
の
ら
し
い
が
、
少
し
時
代
が
下
つ

て
来
る
と
こ
れ
が
黒
山
（
黒
岳
）
、
大
船
山
、

九
重
山
或
は
久
住
山
と
ハ
ツ
キ
リ
三
つ
の

群
に
分
か
た
れ
て
来
る
。
そ
し
て
九
重
山

は
岡
藩
が
用
ひ
、
久
住
山
は
肥
後
藩
で
用

ひ
て
居
て
、
雨
々
相
ゆ
づ
ら
す
、
こ
の
時

代
か
ら
九
重
山
と
久
性
山
の
封
立
が
は
じ

ま
つ
て
居
る
わ
け
だ
が
。
そ
の
封
立
は
、

営
世
の
九
重
山
と
久
住
山
と
の
間
の
問
題

と
は
余
程
事
情
が
ち
が
つ
て
居
た
こ
と
は

云
ふ
迄
も
な
い
。
今
の
久
住
町
に
あ
る
猪

鹿
猥
寺
の
奮
記
に
よ
る
と

「
久
住
山
は
九

州
第

一
の
高
山
な
り
Э
（
中
略
）大
和
山
慈

章
院
と
琥
す
。
山
九
重
に
有
之
ば
観
青
令

法
久
住
の
霊
地
な
り
と
て
久
住
山
と
文
字

を
吹
め
云
々
」
と
あ
つ
て
ｂ
大
和
山
と
云

ひ
九
重
山
と
云
ひ
、
久
住
山
と
吹
め
た
襟

に
考
へ
ら
れ
る
。

一
方
法
華
院
に
残
る
奮

記
に
よ
つ
て
見
る
と

「
前
略
。
阿
部
中
納

言
勅
使
と
し
て
下
り
給
ひ
九
重
の
山
と
名

付
げ
給
ふ
。
此
時
よ
り
西
の
京
と
唱
爽
リ

云
々
」
と
、
ス

「奉
請
人
皇
二
代
絵
靖
天

皇
、
而
就
十
二
所
大
明
紳
、
故
準
九
重
三

帝
都
、
以
名
山
也
」
等
と
あ
つ
て
、
山
域

を
九
重
の
帝
都
に
な
ぞ
ら
へ
て
九
重
山
と

云
つ
た
と
い
ふ
の
だ
か
ら
、
こ
こ
は

コ
コ

ノ
エ
サ
ン
と
讀
む
の
が
宙
然
で
あ
ら
う
ｏ

そ
し
て
今
古
以
来
猪
鹿
猥
寺
は
細
川
侯
に

属
し
，法
華
院
は
岡
藩
中
川
侯
に
属
し
て
、

共
に
同

一
の
山
神
に
奉
祀
し
て
来
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
九
重
山
も
久
住
山
も
営
時

は
山
上
の
御
池
を
中
心
に
し
た
高
峯
の
絶

名
で
あ
つ
て
、
こ
の
外
に
は
前
に
も
記
し

た
様
に
、
大
船
山
と
黒
山
と
が
別
峯
と
し

て
認
め
ら
れ
、
三
嶽
と
い
ふ
言
葉
も
あ
つ

た
ら
し
い
ｏ
そ
こ
で
九
重
と
久
性
と
は
営

然
同

一
の
山
に
あ
て
ら
れ
た
文
字
で
、
Ｌ

か
も
九
重
の
方
は
コ
コ
ノ
ェ
と
讀
ま
せ
て

居
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
共
に
絡
名
で
あ

る
か
ら
、
ど
の
峯
と
い
ふ
こ
と
も
な
く
使

は
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
元
茶
熊
本
藩
と

岡
藩
と
は
余
り
仲
の
い
ヽ
方
で
は
な
か
つ

た
ら
し
く
、
雨
藩
は
わ
ざ
わ
ざ
文
字
を
ち

が
え
て
用
ひ
て
居
た
も
の
と
思
は
れ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の

一
つ
の
證
抜
と
も
云
ふ

べ
き
も
の
が
、
法
華
院
の
奮
記
に
残
つ
て

居
る
か
ら
面
白
い
ｏ
そ
れ
は
高
延
紀
元
仲

秋
日
豪
學
窮
之
と
い
ふ
覺
の
書
付
で
、
そ

れ
に
よ
る
と
寛
一文
七
年
の
四
月
十
八
日

に
、
肥
後
領
久
住
の
郡
代
白
江
八
左
衛
門

・

が
久
住
の
庄
屋
百
姓
共
六
拾
人
に
鐵
砲
迄

一

持
た
せ
て
、
常
生
の
豊
州
院
の
留
守
に
も

か
ゝ
は
ら
ず
、
坊
内
に
入
つ
て
猥
籍
を
働

い
た
が
、
折
柄
老
曾
勝
光
こ
れ
を
と
が
め

一た
虔
、
郡
代
の
云
ふ
こ
と
に
、
自
分
は
役

目
を
以
て
営
山
の
本
等
取
調
べ
に
登
山
し

た
も
の
で
あ
る
と
云
ひ
、
ス
朽
網
郷
中
に

あ
つ
て
何
故
に
九
重
山
と
云
ふ
か
と
と
が

め
て
居
る
。
つ
ま
り
久
住
山
と
こ
ち
ら
で

云
つ
て
居
る
の
に
、
何
故
同

一
山
を
九
重

山
と
云
ふ
か
と
と
が
め
た
の
で
あ
る
が
ｂ

勝
光
の
理
路
整
然
た
る
應
答
に
、
那
代
も

云
ふ
こ
と
が
な
く
な
つ
て
鯖
つ
て
行
つ
た

が
「
さ
す
が
本
藩
の
家
老
は
、
後
に
之
れ

を
き
い
て
郡
代
の
暴
拳

（或
は
失
敗
か
）

を
難
げ
。
同
年
の
秋
八
左
衛
門
を
追
放
に

虎
し
た
と
い
ふ
。

法
華
院
温
泉
の
弘
蔵
氏
の
御
話
に
よ
る

と
、
従
来
三
角
測
量
等
が
出
来
て
な
か
つ

た
頃
は
、
地
方
の
人
は
御
池
の
上
の
天
狗

ケ
城
を
ゝ
最
高
峯
と
思
ひ
込
ん
で
居
て
、

今
の

一
七
八
八
来
の
所
謂
久
住
山
等
問
題

に
も
ぜ
す
、
別
に
登
出
す
る
も
の
も
な
か

つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
近
世
に
至

つ
て
山
の
高
さ
が
わ
か
り
。
個
々
の
峯
に

名
が
ほ
し
く
な
る
と
ぅ
い
つ
の
よ
に
か
そ

の
最
高
峯
に
久
住
山
を
あ
て
ヽ
来
た
が
、

そ
れ
で
も
久
住
山
と
九
重
山
と
は
ｂ
同

一

峯
の
別
名
と
し
て
通
つ
て
居
た
も
の
と
思

は
れ
る
節
が
多
い
。
し
か
る
に
例
の
地
形

固
に
、
こ
の
二
つ
の
文
字
を
別
峯
に
あ
て

ヽ
し
ま
つ
た
の
で
、
大
憂
や
ヽ
こ
し
い
こ

と
に
な
つ
て
ｔ
結
局
筆
者
の
如
き
未
熟
の

輩
迄
が
、
と
び
出
さ
れ
ば
な
ら
わ
と
い
ふ

始
末
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
い
ろ

い
ろ
理
屈
を
云
へ
ば
切
り
が
な
い
が
。
今

の
庭
久
住
山
の
方
は
例
の

一
七
八
八
米
の

峯
の
こ
と
と
、
大
催

一
般
に
認
め
ら
れ
て

居
る
か
ら
、
そ
れ
は
そ
の
よ
ゝ
に
し
て
置

い
て
、
と
か
く
問
題
に
な
る
九
重
山
の
方

は
、
明
か
な
地
方
の
稗
呼
が
あ
る
の
で
あ

る
か
ら
星
生
山
と
し
ず
賞
は
歴
史
的
に
は

事
柄
が
少
々
逆
で
は
あ
る
が
ｂ
九
董
山
は

久
住
山
の
異
稗
と
も
Ｌ
て
置
く
事
に
し
、

一
方
こ
の
九
重
と
い
ふ
字
を
納
富
理
學
士

の
御
考
へ
に
従
つ
て
、
東
は
黒
岳
か
ら
西

は
涌
蓋
山
に
至
る

一
帯
の
火
山
彙
の
絶
稀

に
あ
て
ヽ
、
九
重
火
山
彙
ス
は
九
重
山
彙

と
す
る
の
は
、
決
し
て
無
理
な
行
き
方
で

は
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
そ
し
て
こ
れ
は
是

非
コ
コ
ノ
ェ
と
讃
ん
で
も
ら
つ
て
し
久
住

の
タ
デ
ユ
ウ
と
匡
別
を
つ
け
る
こ
と
に
し

た
い
も
の
で
あ
る
ｏ
も
つ
と
も
朽
網
山
彙

な
ど
と
す
る
の
も
好
ま
し
い
一
案
で
は
あ

る
が
、
今
夏
世
間
に
適
用
し
さ
う
に
も
な

い
か
ら
、
残
念
な
が
ら
あ
づ
か
り
に
し
て

置
く
。

竹
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国
書
室
開
室
日
営
番

十
　
月

新

刊

紹

介

上
越
団
境
　
角
田
吉
夫
氏
著
、
本
年
九

月
大
村
書
店
破
行
　
定
便
二
・二
〇

東
は
尾
瀬
か
ら
両
は
白
砂
山
ま
で
の
上
越

岡
境
、
及
び
そ
の
附
近
の
数
多
い
山
と
谷

に
開
す
る
概
念
と
案
内
を
説
く
こ
と
極
は

め
て
詳
細
。
も
と
よ
り
未
だ
探
ら
れ
ざ
る

所
の
診
か
ら
ぬ
地
方
で
あ
る
が
故
に
そ
れ
一

ら
の
山
谷
に
就
て
は
著
者
も
今
後
の
踏
査
一

に
侯
つ
と
言
つ
て
ゐ
る
が
現
在
の
所
で
は

一

こ
の
地
方
に
関
す
る
最
良
の
書
で
あ
る
。

挿
入
の
窮
員
は
い
づ
れ
も
見
事
で
あ
る
ｏ

参
考
文
献
目
録
．
地
名
索
引
の
附
し
て
あ

る
の
は
甚
だ
便
利
で
あ
る
。
（Ｔ
・Ｆ
）

北
海
道
の
山
岳
　
井
田
坂
本
澤
本
須
藤

針
脇
田
中
山
縣
七
氏
共
著
、
本
年
八
月

札
幌
晴
林
堂
曇
行
　
定
偵
二
・五
〇

北
海
道
の
諸
山
に
開
す
る
登
山
案
内
書
で

あ
る
。
北
海
道
の
山
の
こ
と
は
従
来
纏
つ

た
も
の
が
な
か
つ
た
の
で
調
べ
る
と
な
る

と
諸
書
を
渉
臓
す
る
必
要
が
あ
つ
た
。
本

書
出
で
ヽ
こ
の
煩
は
除
か
れ
た
。
執
筆
者

は
皆
多
年
北
海
道
に
あ
つ
て
未
知
の
山
谷

を
片
端
か
ら
片
付
け
て
歩
い
た
猛
者
逹
ば

か
り
、
従
つ
て
記
述
は
蓋
し
て
剰
す
と
こ

ろ
が
な
い
。
夏
期
よ
可
も
冬
期
の
記
述
に

力
を
入
れ
て
あ
る
の
が
、
い
か
に
も
雪
に

松 根 藤 渡 鳥 棋

方  田 邊 山

冠 藤 角 松 冠 藤 松

島 日 本  島 方

二
一　
日

七
　
日

一
十
二
日

一
十
六
日

一一
十

一
日

十
六
日

三
十
日

十

】
月

二
　
日

六
　
日

十

一
日

十
六
日

二
十
日

十
七
日

十
九
日

十
三
日

十
八
日

固
書
室
は
右
の
日
の
夕
刻
五
時
牛
頃
か

ら
開
い
て
ゐ
ま
す
。
凍
夜
山
を
語
る
に
相

應
は
し
い
時
候
で
す
。
事
務
所
や
學
校
の

お
蹄
へ
り
に
含
員
諸
氏
の
御
来
室
を
希
望

致
し
ま
す
。

十 九 五
四
日 日 日

藤 渡 鳥 棋 藤 浦

田 邊 山  田 松

四
　
日

九
　
日

十
三
日

十
八
日

十
五
日

三
十
日

松
　
本

角
　
田

藤

島

冠松
　
本

浦
　
松

悪
ま
れ
た
地
方
の
登
山
案
内
ら
し
い
ｏ
篤

員
版
十
五
葉
北
の
島
の
山
を
偲
ば
せ
る
に

足
り
る
が
や
ゝ
鮮
明
を
鋏
く
も
の
ヽ
あ
る

の
は
惜
し
い
。
　
　
　
　
（Ｔ
・Ｆ
）

理
表
　
藤
木
九
二
氏
著

。
本
年
八
月
大

阪
黒
百
合
祗
曇
行
　
定
質

Ｔ
二
〇

登
山
に
文
筆
に
た
り
ま
ざ
る
精
進
を
績
け

ら
れ
る
藤
木
氏
の

「
や
ま
」
の
詩
を
集
め

た
も
の
で
あ
る
。
山
に
封
す
る
若
々
し
い

情
熱
が
才
筆
に
托
さ
れ
て
自
由
に
盛
り
上

げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

同
氏
の
前
著
に
あ
つ
た

「
北
鎌
尾
根
」

と
題
す
る
詩
が
こ
ゝ
に
も
再
録
さ
れ
て
あ

る
が

「歯
糟
膿
漏
症
で
が
た
が
た
に
弛
ん

だ
御
隠
居
の
乱
杭
歯
」
な
ど
ヽ
い
ふ
表
現

は
ど
う
か
と
思
は
れ
る
。
か
の
シ
ヤ
ル
・

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
以
来
、
詩
に
し
て
醜
き
も

の
ヽ
内
に
見
出
さ
れ
る
美
を
う
た

へ
る

は
、
数
多
い
が
美
し
き
も
の
を
殊
更
に
醜

く
象
徴
す
る
は
あ
ま
り
き
か
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
右
の
詩
に
就
い
て
前
か
ら
感
じ

て
ゐ
た
こ
と
を
こ
の
機
含
に
附
言
す
る
。

（
Ｔ
ｏＦ
）

憧
れ
の
キ
ヤ
ン
ピ
ン
グ
　
大
田
行
蔵
氏

著
、
本
年
五
月
健
文
走
曇
行
　
一
・五
〇

い
か
な
る
目
的
を
以
て
書
か
れ
た
書
物
な

の
か
　
愚
著
百
出
の
世
の
中
と
は
言
へ
こ

れ
は
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
本
で
あ
る
。

「
天
幕
生
活
の
紳
随
に
鯛
れ
る
に
は
文

化
人
の
神
経
を
捨
て
紳
士
の
作
法
を
捨
て

て
か
ヽ
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
」
こ
れ
は

冒
頭
に
書
か
れ
た
言
葉
だ
。

「
防
水
も
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
。

洋
傘
で
み
て
も
わ
か
る
や
う
に
雨
に
と
つ

て
は
中
へ
も
ぐ
り
込
む
よ
り
も
布
面
を
早

く
辻
り
落
ち
て
し
ま
ふ
方
が
面
白
い
ら
し

い
」
こ
れ
は
い
か
な
る
天
幕
を
選
ぶ
べ
き

か
の
項
に
あ
る
言
葉
だ
。

「
山
地
を
歩
く
場
合
な
ど
無
理
を
し
な

い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
急
い
で
歩
き
た

い
な
ら
ば
汽
車
も
自
動
車
も
あ
る
ん
だ
か

ら
」
こ
れ
は

『
歩
き
方
』
の
項
に
あ
る
。

全
巷
こ
の
調
子
と
思
へ
ば
間
違
ひ
な
い
著

者
は
著
者
の
所
謂
天
幕
生
活
と
同
じ
や
う

に
紳
士
の
作
法
を
捨
て
ヽ
こ
の
書
を
公
刊

さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
　

（
Ｔ
・Ｆ
）

陸
地
測
量
部
新
刊
地
日
目
録

五
万
分
一
地
形
固
　
修
正

宇

都

宮

五
万
分

一
地
形
固
　
鐵
道
補
入

九 十 十

琥 琥 琥

佐 大

牟

賀 田

七 六 五 三 二 一 ― 八 九 五

琥 琥 琥 琥 琥 琥 琥 琥 琥 琥

高 山 久 隈 八 日 松 日 足 鹿

留  方  北
瀬 鹿 米 府 嶽 田 部 光 尾 沼

同 熊 盛 扁 青 同 同 同 同 同 熊 松 日 同

本 岡 島 森 本 山 光

十
二
琥

十
二
琥

五
所
川
原

郡
　
　
山

外

　

山

二
万
五
十
分

一
地
形
固

甲
府
近
傍
　
　
十
五
琥
　
　
人
　
　
穴

松
山
近
傍
　
　
エハ　
琥
　
　
伊
豫
北
條

二
万
五
千
分

一
地
形
固
　
修
正

沼
津
近
傍
　
　
八
　
琥
　
　
愛

鷹

山

熊
本
近
傍
　
　
上ハ　
琥

　

熊
　
　
本

二
万
五
千
分

一
地
形
固
　
鐵
道
補
入

小
千
谷
近
傍
　
十
三
琥

同
　
　
　
　
　
十
四
琥

奈
良
近
傍
　
　
十
　
琥

一
万
分

一
地
形
固
　
修
正

千
　
　
手

大

割

野

畝

傍

山

東
京
近
傍

同同同同大
阪
近
傍

同

吹
田
西
部

二
十
万
分

一
帝
國
固

奄
美
大
島
　
典
論
島
　
伊
干
屋
島

二
十
万
分

一
帝
岡
固
　
鐵
道
補
入

熊
　
　
本
　
　
田
　
　
邊

百
万
分

一
東
亜
輿
地
固
　
修
正

尻
　
　
門
　
　
廣
　
　
東

五
万
分

一
都
市
近
郊
固
　
修
正

旭
川
近
郊

五
万
分

一
山
嶽
固

箱
根
近
傍

十
万
分

一
地
方
固

熊
本
近
傍

（
六
色
刷
）

今
夏
の
遭
難
者

燕
岳
合
戦
澤
　
　
七
月
七
日
學
生
風
死
儀

一
名
獲
見
、
身
詐
不
明

前
穂
高
北
尾
根
　
　
七
月
十
七
日
早
稀
田

大
學
第

一
高
等
學
院
中
野
克
明
（
Ｂ
）
墜

落
絶
命
、

一
行
三
名
中

小
黒
部
仙
人
尾
根
　
商
大
生
小
橋
謙
三
墜

落
重
傷

富
士
山
御
殿
場
口
八
合
目
附
近
　
　
七
月

十
九
日
東
京
府
板
橋
町
竹
内
次
郎
吉

（
４９
）
巨
岩
落
下
重
傷
後
絶
命

月
山
五
合
目
附
近
　
　
七
月
十
九
日
山
形

六 五 九 八 七 四 三

琥 琥 琥 琥 琥 琥 琥

新 日 洲 深

本

橋 橋 崎 川

干

野

川
墓
場
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市
八
日
町
會
走
員
木
村
作
造
（２２
）
墜
落

行
方
不
明
、
十
日
月
山
澤
に
て
死
籠
曇

見
、
含
同
行
者
二
名
も
行
方
不
明
と
な

り
　
索
中
十
三
日
救
助
。

槍
ケ
岳
東
鎌
尾
根
　
　
七
月
二
十
二
日
大

阪
市
不
安
豫
備
校
生
徒
山
田
博
二
（１９
）

墜
落
絶
命
、

一
行
四
名

赤
石
岳
小
澁
川
　
　
七
月
二
十
二
日
甲
州

駒
城
村
柳
澤
案
内
人
牛
田
佐
市
（
５２
）
溺

死
、
一
行
明
大
山
岳
部
員

上
ノ
岳
附
近
　
　
七
月
十
六
日
岐
阜
縣
斐

大
中
學
山
岳
部
員
簑
谷
勝
三
（１８
）
疲
労

凍
死
ｂ
一
行
五
名

日
光
白
根
山
　
　
芝
匡
高
輸
南
町
三
〇
透

信
省
電
気
局
員
鈴
木
千
代
吉
（２４
）
単
獨

登
山
、
行
方
不
明
中
、
七
月
十
八
日
死

彊
曇
見

富
士
山
須
走
三
合
目
　
　
七
月
十
八
日
神

奈
川
縣
李
塚
町
柴
田
幸
大
耶
（３５
）
轄
落

謄
震
盪
絶
命

上
高
地
徳
澤
牧
場
附
近
　
　
八
月

一
日
紳

田
匡
錦
町
三
ノ
四
商
店
員
久
保
田
久
孝

（
２２
）
溺
死

吾
妻
山
鎌
池
附
迅
　
　
八
月
四
日
海
軍
大

尉
北
帝
大
委
託
生
武
田
治
亀
（３２
）
死
饉

曇
見
、
但
昨
年
十
月
十
五
日
以
降
行
方

不
明
中
の
も
の
な
り

大
井
川
西
股
　
　
八
月
十

一
日
神
田
匡
紳

保
町
三
省
堂
店
員
本
會
々
員
小
林
義
夫

墜
落
惨
死
艦
曇
見
単
獨
登
山

甲
斐
駒
ケ
岳
地
獄
谷
　
　
八
月
二
十
日
京

都
帝
大
生
石
倉
初
雄
（２３
）死
備
残
見
、

但
七
月
十

一
日
以
来
仙
水
峠
に
て
沿
息

を
絶
ち
し
も
の
、
単
獨
登
山

以
上
今
夏
は
七
月
九
件
九
名
、
八
月
四

件
四
名
の
犠
牲
者
あ
リ
パ
但
死
健
曇
見
の

日
に
依
る
）
今
年
七
月
の
近
年
稀
な
荒
天

に
影
響
す
る
所
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
思

は
れ
る
ｏ

台
今
年

一
月
末
の
累
計
は
左
の
如
し

一
月
　
　
黒
姫
山
　
　
墜
死
　
一
死

二
月
　
　
―
―

二
月
　
　
粟
ケ
岳
　
　
凍
死
　
一
名

四
月
　
　
金
北
山
　
　
凍
死
　
二
名

白
馬
岳
　
　
凍
死
　
一
名

五
月
　
　
―
―

六
月

　

―
―

計
四
件
　
六
名

調
査
部
報
告

久
し
い
懸
案
で
あ
つ
た
登
山
国
健
の
調

査
を
今
度
本
含
調
査
部
に
於
て
着
手
す
る

事
に
決
定
し
た
。
第

一
に
廣
く
そ
の
性
質

目
的
の
如
何
を
間
は
す
登
山
国
健
の
名
稀

と
所
在
地
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
段
の
仕
事
と
し
て
各
国
催
の
内
容
組

織
の
調
査
を
行
ふ
豫
定
で
あ
る
。
調
査
の

項
目
は
左
の
如
し

一　
名
藤
．
所
在
地

二
　
代
表
者
氏
名
住
所

三
　
創
立
年
月
．
會
員
数

（
昭
和
六
年
十

月
現
在
）

四
　
定
期
刊
行
物

（
名
藤
、
獲
行
回
数
）

五
　
備
　
　
考

右
調
査
に
就
き
會
員
藉
を
有
す
る
各
国

催
は
勿
論
、
含
員
諸
氏
に
於
て
知
れ
る
も

の
あ
れ
ば
報
告
を
願
ひ
度
し
。

含
費
未
納
の
方
は
至
急
納
め
ら
れ

度
し
　
　
　
　
　
　
合

計

係

會

員
通
信

那
須
群
峯
の
那
須
岳
ゝ
朝
日
岳
、
三
本

槍
岳
に
登
り
ま
し
た
。
石
南
滞
開
、
三
本

槍
の
項
上
で
は
俄
然
雷
鳴
降
寵
忽
ち
白
化

の
凄
劇
に
見
舞
は
れ
ま
し
た
。

大

不
　
晟

八
月
十

一
日
ア
サ
ヨ
岳
の
尾
根
に
て
駒

ケ
岳
の
雄
大
な
山
姿
を
、
十
琥
カ
ン
バ
ス

に
描
く
、
そ
れ
よ
り
鳳
凰
、
薬
師
を
経
て

芦
安
の
部
落
へ
下
り
ま
し
た
。
天
氣
の
都

合
よ
く
数
枚
の
篤
生
書
が
出
来
た
の
が
何

よ
り
う
れ
し
く
思
は
れ
ま
す
。

爽
木
猪
之
吉

私
の
學
校
（
大
阪
樟
蔭
女
學
校
）
で
は
去

る
昭
和
二
年
の
夏
か
ら
女
學
生
の
日
本
ア

ル
プ
ス
登
山
を
始
め
て
居
り
ま
す
、
先
づ

最
初
に
は
中
房
か
ら
燕
岳
、
槍
ケ
岳
、
上

高
地
、
徳
本
峠
と
十
五
名
を
件
ひ
ま
し
た
ｏ

次
の
昭
和
三
年
に
は
、
藤
橋
、
稗
名
瀧
、

室
堂
、
飢
澤
の
小
合

（
雨
降
り
績
き
で
餌

に
は
登
れ
す
）
別
山
、
雄
山
神
祗
、
立
山

温
泉
の
行
程
で
十
名
の
参
加
者
、
昭
和
四

年
に
は
じ
四
ソ
尾
、
白
馬
項
上

（
二
泊
）

清
水
不
ｂ
祀
母
谷
、
新
鐘
釣
ｂ
宇
奈
月
へ

と
二
十
五
名
。
昨
年
は
休
止
ｏ
本
年
は
去

る
七
月
十
二

′
日
の
夜
行
で
高
女
生
十
三
名

女
専
生
十
八
名
ｂ
そ
れ
に
尋
教
員

一
名
女

教
員
試
名
篤
真
師

一
名
合
計
三
十
六
名
の

大
国
彊
で
松
本
よ
り
中
の
湯
泊
り
、
雨
中

焼
岳
を
越
し
て
上
高
地
、
次
の
日
は
天
氣

に
恵
ま
れ
明
諦
池
ゝ
徳
澤
牧
場
を
経
て

一

の
俣
小
屋
泊
り
．
笠
日
も
快
晴
で
槍
澤
小

屋
前
の
櫻
の
滞
開
に
女
學
生
に
驚
異
を
典

へ
、
肩
の
小
合
泊
り
、
排
暁
戸
外
の
水
溜

り
に
薄
水
の
張
る
と
い
ふ
珍
ら
し
い
寒
さ

の
中
を
生
徒
を
二
回
に
分
ち
て
槍
の
尖
峰

に
登
ら
せ
、
東
鎌
尾
根
、
特
に
窓
の
附
近

で
は
細
心
の
注
意
を
排
れ
せ
つ
ヽ
西
岳
泊

り
、
次
ぎ
の
日
は
西
岳
出
曇
よ
り
雨
と
な

り
濃
霧
で
眺
望
な
く
、
風
さ
へ
加
は
り
て

左
頬
は
雨
に
た
ゝ
か
れ
、
築
し
か
る
べ
き

銀
座
通
も
今
日
は
悪
天
候
と
戦
ひ
つ
ゝ
燕

山
蔵
に
駈
け
込
み
て
書
食
、
午
後
三
時
よ

り
滑
る
下
り
道
を
中
房
温
泉
に
ｂ
更
に
笠

日
は
洩
間
温
泉
に
一
泊
し
て
豫
定
の
旅
を

絡
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
朝
輝
記
大
留

去
る
八
月

一
日
よ
り
九
日
迄
、
南
ア
ル

プ
ス
北
岳
よ
り
赤
石
迄
を
維
走
致
し
候
、

取
立
て
ヽ
申
上
ぐ
る
程
の
こ
と
は
無
之
候

へ
共
心
付
き
た
る
事
柄
に
開
し
二
三
瓶
信

申
上
候
。

登
山
口
と
案
内
人
　
　
登
山
口
と
し
て

は
芦
倉
は
他
の
登
山
口
に
比
し
汽
車
滑
線

よ
り
の
距
離
も
長
く
不
得
策
の
様
に
考
へ

た
る
も
、
附
近
迄
自
動
車
を
利
用
し
得
る

の
み
な
ら
ず
、
非
常
に
よ
い
山
案
内
人
を

得
ら
る
ゝ
鮎
に
於
て
却
て
好
結
果
を
薔
し

候
．
韮
崎
を
早
朝
に
立
て
ば
店
河
原
迄
は

そ
の
日
の
中
に
可
能
と
の
事
故
白
峯
登
山

に
最
も
好
適
と
破
存
候
じ
ま
た
鳳
凰
へ
も

同
様
、
第

一
日
は
南
御
堂
ス
は
北
御
堂
泊

り
に
て
候
ｂ
兎
に
角
蔵
倉
は
自
動
車
の
交

通
が
頻
繁
に
な
る
に
従
ひ
利
用
者
も
多
く

な
る
こ
と
ヽ
存
候
。

此
虎
の
案
内
人
は
子
供
の
頃
よ
り
山
仕

事
に
従
事
Ｌ
居
る
角
め
、
他
庭
の
様
な

一

夜
漬
の
案
内
人
は
無
之
様
に
見
受
け
ら
れ

且
つ
敷
名
の
案
内
人
に
て
自
ら
組
合
を
組

織
し
居
る
有
様
に
候
、
小
生
等
の
件
へ
る

清
水
義
信
．
叉
市
の
雨
入
も
極
め
て
賓
直

に
し
て
見
つ
懸
命
に
世
話
を
致
し
呉
れ
荷

物
は
各
々
十
貫
近
く
も
背
負
ひ
、
気
持
ょ

き
山
旅
を
行
ひ
得
た
る
を
喜
び
居
候
。

以
前
は
此
虜
の
案
内
人
は
極
め
て
人
気

悪
き
由
な
り
し
し
、
現
在
の
如
き
精
進
振

り
は
是
非
永
績
せ
し
め
度
き
も
の
に
候
。

泊
場
と
小
屋
　
　
荒
川
の
泊
場
は
野
呂

川
と
の
合
流
鮎
、
鷲
住
山
を
正
面
に
み
た

幽
遂
の
地
な
る
も
、
炭
焼
の
簡
単
な
る
休

場
が
あ
る
の
み
に
し
て
天
幕
を
要
こ
候
。

北
岳
小
屋
は
富
岳
を
正
面
に
絶
好
の
地

唯
水
の
少
き
事
不
便
な
る
が
欠
鮎
に
候
。

高
山
裏
の
露
螢
地
は
、
申
分
な
き
李
地

で
水
も
近
く
焚
木
も
豊
富
に
且
つ
曖
く
、

若
し
も
小
屋
が
立
て
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

荒
川
小
屋
に
泊
る
者
は
無
く
な
る
べ
き
か

と
破
存
候
。

赤
石
岳
東
山
稜
、
富
士
見
不
に
は
、
東

海
紙
料
會
走
が
小
屋
を
新
築
中
な
り
Ｌ
も

唯
今
は
、
最
早
完
成
し
た
る
こ
と
ヽ
存
候

山
田
多
市
郎

七
月
初
旬
よ
り
憂
潜
山
地
の
山
族
を
し

ま
し
た
。
會
員
鹿
野
忠
雄
氏
と
蕃
地
に
語

り
大
覇
よ
り
次
高
へ
の
尾
根
を
五
泊
六
日

に
て
完
了
し
只
今
蔓
北
に
て
便
般
を
待
つ

て
ゐ
ま
す
。
　
　
　
　
　
北
田
　
正
三
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第
五
十
二
回
小
集
會
通
知

日
時
　
来
る
十
月
六
日
（火
）
午
後
六
時
牛

場
所
　
赤
坂
溜
池
・
三
會
堂

■
漬
　
幻
燈
使
用

豪
潜
の
山
故

含
員
　
マ
レ
ー
・
ウ
オ
ル
ト
ン
氏

ウ
ナ
ル
ト
ン
氏
は
古
く
か
ら
含
員
と
し

て
随
分
多
く
の
日
本
の
山
に
登
つ
て
ゐ
ま

す
。
昨
年
の
夏
豪
潜
の
山
を
歩
い
た
折
の

事
を
特
に
日
本
語
で
講
演
し
て
戴
く
こ
と

に
な
り
ま
し
上
。
御
来
臨
を
希
望
し
ま
す

第

二
回
開
西
小
集
會

左
記
要
項
に
よ
り
開
催
致
し
ま
ず

同
時
　
十
月
十
四
日
（水
）
午
後
六
時
牛

（時
間
励
行
）

場
所
　
大
阪
市
南
匡
八
幡
筋
笠
屋
町
角

但
し
市
電
堺
筋
線
八
幡
筋
電
停
西

三
辻
目
角

大
阪
貯
蓄
銀
行
支
店
模
上

大
貯
南
會
舘

講
演
　
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
展
望

榎
谷
徹
蔵
氏

幻
燈
　
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ

（
長
谷

川
氏
撮
影
解
説
附
）

金
二
十
錢
也
―
営
日
御
持
参
の
こ

と
會
員
外
の
御
来
場
も
歎
迎
し
ま
す

座
談

會
費

霧   罰登
所   人編

會日奮姿要
キロ、■風市  な

`罰ツトビ芝 4な

編山ル曇美
輯岳 歪 大
所會 ■ 長|`

(開明堂印刷所)

昭
和
六
年
九
月
十
八
日
印
刷

昭
和
六
年
九
月
二
十
日
発
行

有
志
晩
餐
書

の
お
知
ら
せ

静
夜
山
を
談
す
る
に
好
適
の
時
季
と
な

り
ま
し
た
。
左
記
の
次
第
で
含
員
有
志
晩

餐
會
を
開
き
ま
す
。
皆
様
の
御
出
席
を
切

に
希
望
致
し
ま
す
。

日
時
　
十
月
九
日
（金
曜
）午
後
六
時

場
所
　
虎
ノ
門

・
晩
翠
軒

ｏ
日
本
間

會
費
　
金
参
回

・
営
日
御
持
参
の
こ
と

迫
而
準
備
の
都
合
も
御
座
い
ま
す
か
ら

御
出
席
の
方
は
そ
の
旨
葉
書
に
て

「芝
匡

琴
李
町

一
・
不
二
屋
ビ
ル
ｏ
日
本
山
岳
會

内

・
有
志
晩
餐
會
係
宛
」
御

一
報
下
さ
る

や
う
お
願
ひ
致
ヒ
ま
す
。

松
井
　
幹
雄

世
話
人
　
　
吉
田
　
竹
志

藤
島
　
敏
男

嚢

行

所

鵡
．鍾

訓
駆
大

村

書

店

競
箭動

九一仁
廻

田
部
重
治
編
　

ス

キ

ー

の

山

族

　

離
耀
【細
五嘱
鐵

田

部

重

治

著

峠

三

高

原

銃
耀

豆
回

拾五
拾
醸

上

越

國

境

角
　
田
　
士
口　
夫

著
　
　
閣
難瓶霞細罐
譴

四
六
剣
二
五
〇
頁

ク
ロ
ー
ス
装
画
入

別
刷
篤
員
版
異
固

三
色
地
固

五
枚

巽
内
編
◇
利
根
川
の
上
流
◇
小
澤
嶽

・
下
津
川
山
よ
り
兎
岳
ま
で
◇
李
ケ
嶽
附
近
◇
尾
瀬
◇
至
佛
山
と
笠

ケ
嶽
◇
武
尊
山
◇
牛
ケ
岳

・
巷
機
山

・
割
引
山
附
近
◇
朝
日
岳
と
費
川
笠
ケ
嶽
◇
谷
川
岳

・
茂
倉
岳
附
近

◇
仙
ノ
倉
山

・
萬
大
耶
山

・
三
國
山
附
近
◇
苗
場
山
◇
自
砂
山
と
清
津
川
上
流
の
山
々
◇
八
海
山

・
駒
ケ

嶽

ｏ
銀
山
干
附
近
　
　
紀
行
編
◇
利
根
水
源
◇
利
根
川
よ
り
至
佛
山
へ
◇
奈
良
澤
川
湖
行
、
牛
ケ
岳

・
巷

機
山
よ
り
清
水
峠
へ
◇
二
月
の
仙
ノ
倉
山

ｏ
萬
太
郎
山
・
茂
倉
缶
ｏ
一
ノ
倉
岳
◇
三
國
街
道
と
仙
ノ
倉
山

◇

一
月
の
苗
場
山
◇
春
の
白
砂
山
と
野
反
池
◇
銀
山
干
を
訪
ふ
◇
三
嶽
廻
り
◇
谷
川
岳
を
続
る
◇

一
月
の

笠
ケ
嶽
◇
武
尊
山
ス
キ
ー
行
◇
二
月
の
至
佛
山
笠
ケ
嶽
維
走
　
　
附
録
◇
参
考
文
献
◇
篤
員
説
明
◇
上
越

回
境
附
近
山
岳
高
度
表
◇
索
引

上
越
國
境
附
近
の
山
地
は
、高
度
こ
そ
劣
れ
、雲
に
岩
に
水
に
森
林
に
草
原
に
ち
何
れ
に
於
て
も
日

本
ア
ル
プ
ス
に
多
く
を
譲
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
而
も
流
行
の
ア
ル
プ
ス
よ
り
も
遜
か
に
虎
女

性
を
保
ち
ゝ
到
る
所
に
疲
れ
を
や
す
め
る
素
朴
な
温
泉
ま
で
あ
り
ま
す
。
近
時
漸
く
多
く
の
登
山
者

が
上
越
へ
上
越
へ
と
目
指
す
や
う
に
な
つ
た
の
は
誠
に
営
然
で
す
。
そ
の
上
ｂ
上
越
線
の
全
通
は
越

後
側
の
登
山
を
使
に
し
ｔ
且
つ
夜
行
を
利
用
し
得
る
こ
と
に
よ
つ
て
Ｄ
こ
の
山
地
は
僅
少
な
時
日
と

費
用
と
で
Ｄ
四
季
を
通
じ
山
へ
の
憧
れ
を
滞
し
て
く
れ
る
聖
地
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
最
良
の
件
侶

こ
そ
印
ち
本
書
で
す
。
従
来
、
上
越
國
境
の
山
と
云
へ
ば
多
く
は
清
水
峠
か
ら
三
國
峠
ま
で
の
間
の

山
々
の
み
が
聯
想
さ
れ
た
や
う
で
す
が
、
本
書
の
内
容
は
前
に
記
す
如
く
、
東
は
上
・越
・岩
の
図
境

尾
瀬
か
ら
ｂ
西
は
上
・越
・信
三
國
境
の
雄
峯
白
砂
山
ま
で
ｂ
文
字
通
り
上
越
國
境
の
全
部
と
附
近
の

山
々
漢
々
を
含
み
っ
北
ア
ル
プ
ス
全
部
に
匹
敵
す
る
廣
汎
な
地
域
に
亘
つ
て
居
ま
す
。
そ
の
慣
値
に

つ
い
て
著
者
を
知
ら
れ
る
諸
氏
に
今
更
吸
々
す
る
必
要
は
な
い
で
せ
う
。
三
十
四
葉
四
十
六
国
の
素

晴
し
い
別
刷
鳥
〕県
版
だ
け
で
も
山
好
き
の
魂
を
上
越
の
境
に
飛
ば
せ
る
に
は
充
分
で
す
。
五
枚
の
三

色
刷
地
国
に
は
陸
測
五
萬
分

一
地
国
に
も
な
き
登
山
路
や
山
小
屋
等
Ъ
最
新
の
沿
息
が
洩
れ
な
く
記

載
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
ゝ
此
地
方
を
目
指
す
人
に
は
不
可
敏
の
も
の
で
せ
う
。
最
後
に
本
書
の
一
大

特
色
と
し
て
摯
げ
た
い
の
は
積
雲
期
の
登
山
に
つ
い
て
も
精
細
に
説
明
し
て
あ
る
こ
と
で
す
。
筒
越

後
側
の
山
々
や
同
方
面
か
ら
の
國
境
山
脈
へ
の
登
路
が
詳
述
し
て
あ
る
の
も
っ
上
越
線
の
全
通
し
た

今
日
、
新
し
い
山
族
の
プ
ラ
ン
に
大
い
に
役
立
つ
と
信
じ
ま
す
。

容  内
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